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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞
・5/26（火）八戸学院　看護実習生　5名来ます。
・5/29（金）千葉学園　看護実習生⇒5/20（水）変更予定　3名来ます。

・4月分の疾患別診療計画書アップロード4月15日まで。
・6月の各種プログラムカレンダーの入力・テキストを順次作成をお願いします。
・新年度の各プログラムテキスト作成の担当と利用者様の担当を割り当て中。
・DNC利用者岡﨑様のスクワットについて、午前の運動療法後に見守りでの実施をお願いします。
・DNC利用者袴田様の水分摂取について、午前は運動プログラム終了後、午後は15時のプログラム終了後に声掛けを行うようにお願いします。また、青風荘に飲水状況についての情報提供もお願いします。
＜利用者様情報＞

デイケア
・福井　裕夫様～ID:10679　西病棟入院中　51歳　男性　うつ病　馬渡Dr
本人・妻様で見学実施。熱心に説明を聞いており、不明な点は適宜スタッフへ質問されている。今後は5/22（金）主治医面談後に自宅退院。通院先は数回は当院だが、以降はささクリニックになるとの事。就労を検討中だが6月いっぱいは休職予定で病状安定させる為にも日中活動をしたいと話している。クラブ活動に興味をしてしており、5/29（金）14時～体験利用予定としている。マイカーを使用したいとの事で誓約書・通所時運転許可願いも併せてお渡しし、主時から許可を頂くように伝えている。
ショートケア
・特記する利用者はおりません。
デイナイトケア

・特記する利用者はおりません。
《青風荘 カンファレンス》
【精神症状】

繁名：幻聴・幻覚の訴えが聞かれる事が多く頓服薬服用・静養室利用が習慣化している。食事当番担当日は午前中に不調を訴え静養室を利用する事が多い。ここ最近では頓服薬を使用せず不調を乗り越えたいという意識がある様子で頓服薬への依存傾向は以前ほどでない。
　　　⇒青風荘では不調時自室へ戻っている為、独語は目立たない。
田中：おおむね先月同様。余暇時間は継続して自主勉強をして過ごしており、眠気の強さ
や昼寝は増えずいる。勉強をしていて食事開始時などに遅れそうになる場面もある
が以前に比べ大幅に遅れることは減っている。食器片付けは慣れた様子であるが同
じグループのメンバーの手際の悪さに対して少々苛立ちを見せる場面も有るもトラ
ブルはなし。
　　　⇒青風荘での朝のミーティングにも遅れてくる様子あり。
袴田：ここ1～2週間は声掛けに対しての反応は比較的スムーズであり易怒性や離院行動を
疑わせる言動も目立たない(先日の外出後から落ち着き始めたか？という印象あり)。
義歯装着については都度声掛けを行っているが装着を嫌がり装着せずに食事を摂ろ
うとすることも増えている。
⇒昨年度脱水で倒れたこともある為、水分摂取を徹底して欲しいとの事。AMは運動プログラム後、PMは15時のプログラム終了に声掛けを行うように。
巴：空笑等は変わらず見られているが著変なく経過。プログラム開始直前にトイレに行く
ことや時間を把握せずテレビを観続けるなど遅れることは多い。トラブルはなし。

義積：変わらず時折イライラ感や他利用者様へ指示するような場面あるがトラブル化は無
し。家族関係についても姉様との交流は途絶え、寂しくもあるが振り回される事が
無くなりいくらか安心していると話している。余暇時間は机に伏せて傾眠している
事が多い。
⇒形態のプラン変更やWi-Fiの廃止で一時ごたついたが、手続き終了後は落ち着いている。週末の外出も許可が出ているが、本人からの申し出なく経過している。以前の外泊時には、外泊する理由として、親の世話と話していたが、実際にはお母様に食事を作らせていたこともあったとの事。
鈴木：ここ最近は再び運動療法の不参加が増えており運動療法開始直前に「お腹が痛い。」等と不調を訴えては静養室を利用し運動療法が終わる頃にホールに戻ってきている。便秘改善のため取り組むよう促したり、もはや運動をサボるために不調を訴えているようにすら見えることを指摘するが行動は変わらず。離院行動や不穏さはなく経過。
　　　⇒スタッフを見て態度を変えている所がある。運動プログラムの際、歩くことが出来ないという発言が聞かれた際には、外出や買い物には行けないということを伝えてもいいとの事。
古川：先々月程まで見られていたぼんやり感・傾眠の多さは減少。各プログラムに合わせ
て率先して行動出来ている。
堀切川：他利用者様への話し掛けの多さやトラブルはなく経過している。時折、被害的なものの受け取り方をする事は持続しており介入が必要である。食器片付け当番については徐々に慣れてきてこなすことが出来ているが、流れが少し変わったりメンバーが替わったりすると「私どうしたらいいの？」と混乱してしまうようである。
　　　　⇒他利用様に対しての言動が続くようであれば、1ヶ月自室で過ごす事になることを伝えているとのこと。
島守：他者交流を持つことは殆どなく過ごしているが、他利用者様の動きを見ながら流れ
に合わせて行動する事が出来ている。幻聴に関する言及は聞かれず、奇異な言動も
あまり目立たずいる。服薬は落錠なく実施出来ている。
　　　⇒リネン交換や洗濯は自分で出来るようになってきている。入浴の際も見守りは必要であるが自分で行えているとの事。また、週1回訪問看護を利用している際には、幻聴の訴えは聞かれているものの、頓服薬は使用していない。
沢代：青風荘入居当初はデイケアの階：1Fで過ごす時間を設け徐々にデイナイトケアに慣
れていきたいと希望されていたが、1Fで過ごす事は2度のみでそれぞれ1時間もし
ないうちに2Fに戻ってきている。ここ最近では徐々にデイナイトケアにも慣れてき
たと話しているが、細かな日課の流れ等はいまだにわからない部分もあるようで都
度スタッフに聞きに来ている。5/15昼食準備時にスタッフが米飯を盛り付けていた
際に米飯に瓶から何か毒か薬かのようなものを振りかけていたように見えその後不
調をきたしていたが、スタッフからの説明を聞き何もしていないというのは分かっ
たしそういうことをする人ではないというのは分かってはいるがどうしても気にな
って不安になってしまうと話している。
⇒5/18は就労後通所し食事を摂取していたが、5/19には不安感や疲労感があり青風荘で夕食を取っている。今後については青風荘の施設長と相談しながら決めていくとの事
三浦：大きな変化なく経過していたが、息子さんに関する事や日課で思うようにいかない
　　　り、ここ最近イライラしやすいという発言が聞かれている。
　　　⇒5/19他利用者様の言動でイライラ感が増強しており、頓服薬を使用している。
【身体症状関連】

稲垣：徐々に加齢に伴う老化・認知機能の低下が感じられることも多く運動プログラムは
　　　座って取り組むか、休んでいることも増え日付等分からなくなっていることも増え
　　　。食事当番担当日であることを忘れている場面があり、声を掛けるが食事当番が何
　　　係であるかも思い出せずいること有り。時折、独語が見られている。

　　　⇒これまで南陽館と結び家を週1回ずつ利用していたが、5/19からは南陽館の利用

　　　　結び家を利用するとの事。南陽館の利用に関しては本人様より行きたくないと話

　　　　ていた。身体機能・認知機能面としては、夜中に毎日洗濯を回そうとしたり、歩

　　　　しては下り坂はセーブできず早歩きになること、上り坂では登れない事があり買

　　　　には車を使用している。靴を履く際には何にもつかまらずに行おうとするため、

　　　　クあり見守りをや声掛けを実施。
森田：先々月までの不穏さは改善し概ね安定して通所を継続することが出来ている。不満
　　　訴えはあまり聞かれずおり、体調については、足が前より軽くなってきたなどの前
　　　発言も聞かれている。
　　　⇒服薬調整後、流涎や歩行状態がよくなっている。週末には時間を持て余している

　　　　したがる発言が聞かれている。介護区分変更では要介護2がついたとの事。今後

　　　れ先となる施設を探していく。
【その他】

林下：変わりなく他者交流を持つことはほとんど無いが日課はスムーズに行う事が出来ておりプログラムへも参加されている。ゴールデンウイークでの練習を機にデイナイトケア時間での参加が出来るようになっている。乳がんの自己検診方法の指導については新年度配属の看護師：鳥谷部が指導を実施。定期的に自己検診が上手く出来ているか確認作業を行っていくこととしている。

奥山：大きな変化なく経過。食器片付け当番も安定してこなしている。

坂本：大きな変化なく経過。変わらず居眠りは多い。

藤村：大きな変化なく経過。妄想的な言動はこちらでは聞かれない。

岡﨑：大きな変化なく経過。食器片付け当番も安定してこなしている。下肢筋トレは継続中で自主的に取り組めている。

津嶋：大きな変化なく経過。食器片付け当番も安定してこなしている。

山田：変わらず食事量ムラあり。時折幻聴を思わせる仕草あり(両耳を手でふさぐ)。食器片付け当番も安定してこなしている。

《次回開催》

6/17（水）13：00～

